
【日本ハム惣菜株式会社　健康経営戦略マップ】

健康経営関連指標

健康診断後の二次検査受診率

2030年度目標
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100.0%

2030年度目標

20時間

18日

②職場環境改善の取り組み指標

月平均時間外労働

有給休暇の平均取得日数

2025年度

96.1%

99.9%

2025年度
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13.7日12.7日

28.2時間

2024年度

98.5%

88.7%

2024年度2023年度

95.5%

96.8%

2023年度

22.0時間

13.0日

①健康状態・体調に関する指標

ストレスチェック受験率

健康投資施策/取り組み
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健康増進の取り組みと体制構築

要医療受診対象者(治療中・精密検査・再検査)

へのアプローチ強化

特定保健指導の強化

ヘルスリテラシー向上のための取り組み強化(教育・イベント)

禁煙の勧奨活動

労働安全衛生の強化

両立支援(育児・介護・治療)制度の拡充と周知徹底

多様な労働者(年齢・性別・雇用形態・国籍)への対応

健康投資効果

健康投資施策の取り組み状況に

関する指標

特定保健指導の対象者受診率の向上

時間外労働時間の削減

喫煙率の低下

労働災害指標の向上に向けた取り組み

従業員満足度向上の取り組み

制度利用率の向上

従業員等の意識変容・

行動変容に関する指標

再休職件数の低下

高ストレス者率の低下

再検査受診率の向上

ストレスチェックの個人評価における、

ストレスの程度が「高い」

および「やや高い」の割合の減少

従業員のパフォーマンス向上

ルール順守の意識向上

個人の有休取得日数の増加

健康関連の最終的な指標

ワーク・

エンゲージメント

健康経営で解決したい

経営課題

生産性を向上し、

供給責任を果たす

休職の防止や業務効率低下を防止することで、生産性向上

を図る、そして、たんぱく質の安定供給に寄与する

成長とやりがいのある組織風土の醸成

従業員一人一人がお互いを尊重し、助け合いながら、持てる

力を発揮し、活躍できる環境づくりを推進していく。

多様性の尊重

すべての人々の価値観を尊重し認め合うことで、より豊かな組

織風土を築き、それぞれの個性を生かしながら安心して働き

続けられる環境の構築

・・・KPI指標

総労働時間の削減

年休取得日数の向上

全従業員への教育研修の仕組み強化

イベント参加率の向上

褒める活動の活性化

『惣菜品質』、『惣菜エコ・プライド』の浸透、

職場環境向上のため、面接を通してPDCAサイクルを活用

高ストレス者に対するアプロ―チ強化

健康診断における再受診者への受診勧奨

プレゼンティーイズム

アブセンティーイズム


